
別紙 

 

■タイムスケジュール 

13：30 主催者挨拶・趣旨説明・講演者の紹介 

13：40 奥田氏による講演 

※講演の始めに、約 30分程度自身の活動が取り上げられたテレビ番組を上映 

   15：20 質疑応答 

   15:30  終了 

 

  ■奥田知志（おくだ・ともし）氏のプロフィール 

   NPO法人抱樸理事長、東八幡キリスト教会牧師。1963年生まれ。関西学院大学神学部卒業。同大学大学院 

神学研究科修士課程修了、西南学院大学神学部専攻科を卒業。九州大学大学院博士課程後期単位取得。 

1990年、東八幡キリスト教会牧師として赴任。同時に、学生時代から始めた「ホームレス支援」に北九州でも参 

加。事務局長等を経て、北九州ホームレス支援機構（現 抱樸）の理事長に就任。これまでに 3,400人(2019年 

2月現在)以上のホームレスの人々の自立を支援。その他、社会福祉法人グリーンコープ副理事長、共生地域 

創造財団代表理事、国の審議会等の役職も歴任。第 19回糸賀一雄記念賞受賞など多数の表彰を受ける。 

 

ＮＨＫのドキュメンタリー番組「プロフェッショナル仕事の流儀」にも 2度取り上げられ、著作も多数と広範囲に活 

動を広げている。 

 

著書：「もう一人にさせない」(いのちのことば社)、「助けてと言える国へ」（茂木健一郎氏共著・集英社新書）、

「生活困窮者への伴走型支援」(明石書店)等 

 

■龍谷大学矯正・保護総合センターの活動について 

矯正・保護総合センターは、龍谷大学にしかない、日本で唯一のセンターです。犯罪や少年非行を中心としつ

つ、広く真宗学、法学、社会学、政策学、心理学、福祉学、教育学、医学などの分野にかかわり、学際的に教育

や研究、社会貢献活動をしています。 

 

特に教育活動では、矯正・保護課程（教育プログラム）を運営し、多くの科目を全学に提供しています。これら  

の科目は龍谷大学の学生だけでなく、社会人も受講できるように、大きく門戸を開いています。これまで、のべ  

2万 9千人を超える人が、矯正・保護課程の科目を受講してきました。その中から、警察官や刑務官、法務教 

官、保護観察官などの公務員はもちろん、関連する民間施設の職員、保護司や教誨師等のボランティアなど、

多くの人材を輩出してきました。 

 

   このほか、センターでは現在７つの研究プロジェクトを所管し、犯罪や非行をおかした人の立ち直りを中心に、  

国際的な研究活動を遂行しています。その成果の一端は、センター叢書や研究年報として、出版・公刊してい 

ます。死刑廃止論で有名な故団藤重光氏（元龍谷大学客員教授）の蔵書や資料が 2012年にすべてセンター 

に寄贈され、それらを生かした研究プロジェクトも本格化しています。  

 

センターの教育・研究活動の成果は、できる限り社会に還元し、社会貢献にも努めています。 


